
イノベーション力を育成する技術分野の教材開発 
    ―ガイダンス的な内容の充実と 
        つながりのある指導計画の工夫を通して― 

長期研修員 
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つながりのある指導計画 3年間をつなげてイノベーション力を育成する 
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・イノベーションに
関する関心が高
まった。 

・問題を把握し課題
を設定できた。 

 

・問題を把握し課
題を設定する時
間を確保する。 

・実現が難しい課
題を修正する。 

・技術の指導全体を
通してイノベーショ
ン力を育成する。 肯定的+２９％ 

課題解決を図る学習プリント 

教師用プレゼンテーション資料 

授業実践 

課題 成果 提言 

ガイダンス的な内容 材料と加工の導入 

授業の導入で使える 

内容を貫く課題を設定する 

各内容の導入で使うｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ例のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料 

ガイダンス的な内容の 

学習プリント 

問題の把握 

各内容導入の学習プリント 

問題の決定 

問題の分析 

課題の設定 

あるべき姿の設定 

主な学習活動 生徒の様子 

第
１
時 

○技術分野の四つの内
容の学習と小学校での
学習の関わりを知る。 
 
○身近な生活の中に
様々な技術が生かされ
ていることに関心を持
ちその役割に気付く。 

 
 
 
 
 
 

第
２ 
時 

○生活に関わる技術の
イノベーションの歴史
とプロセスを知る。 
 
○技術に関わる良い面
と問題を四つの内容に
分かれて話し合い、班
に持ち帰り共有する。 

主な学習活動 生徒の姿 

第
３
時 

○材料と加工に関す
るイノベーションの
歴史を知る。 
 
○ｶﾞｲﾝﾀﾞｽ的な内容で
把握した材料と加工
の問題から自分が解
決する問題を決定し
分析する。 

第
４ 
時 

○材料と加工に関す
る問題を分析し、問
題を解決するための
課題とあるべき姿を
決定する。 
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